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海
　
外
　
日
　
誌
（
七
）

　　

@　

@
酪
聾
癬
輩
。
噸
舞
、
，
、
山
本
…
清

二
月
二
十
七
日
（
火
）

正
午
．
薪
聞
電
報
の
「
聯
合
通
信
証
」
か
ら
藁
長
フ
・
ス
あ
武
に
電
話
、
鯨
座

ぺ
星
．
が
ア
ル
デ
バ
ラ
ン
星
ほ
こ
の
光
な
着
し
牡
こ
定
為
、
ギ
リ
シ
ャ
に
居
ろ
ア

ポ
ソ
恥
蜜
い
ふ
人
が
嚢
見
し
、
佛
國
ジ
ェ
ヴ
イ
シ
ー
の
フ
ラ
ン
マ
リ
．
ナ
ン
が
之

れ
な
確
か
め
六
ビ
、
三
三
の
ア
カ
デ
ミ
が
登
表
し
六
．
ビ
い
ふ
の
で
あ
ろ
。
こ
れ

匡
全
く
例
の
な
い
こ
定
な
の
で
、
鯨
座
べ
星
の
記
録
な
調
査
す
る
や
ら
、
前
襯

測
羅
す
る
や
う
で
、
午
後
．
の
當
天
文
墓
に
フ
ロ
ス
ト
弓
長
た
中
心
建
し
て
、
可

な
ゆ
鞭
賦
い
だ
9
生
馬
旧
套
の
星
」
μ
島
隅
樺
太
隅
剛
に
L
近
く
て
、
、
午
後
六
時
牛
に
「
西
の
軸
㎎

亭
線
に
没
こ
て
了
う
定
い
ふ
こ
亡
た
ヅ
ン
ビ
ー
氏
が
計
算
し
六
〇
．
危
い
場
所
だ

手
ラ
ソ
ビ
で
も
凝
測
か
出
．
來
る
か
ご
う
か
ε
い
ふ
箏
奄
確
か
め
る
六
あ
に
、
ヅ

ン
ピ
ー
氏
定
リ
ー
氏
ミ
自
分
ビ
三
入
ば
四
時
頃
、
四
十
吋
ド
ー
ム
に
耀
け
上
つ

で
、
．
就
ん
で
行
く
太
陽
か
遽
け
つ
、
、
ま
だ
明
る
い
西
の
窒
に
鯨
座
べ
星
か
さ

が
し
て
見
衷
…
－
見
え
ろ
！
確
か
に
四
＋
吋
の
接
眼
鏡
の
中
に
見
え
て
、
ま
穴

・
い
て
に
る
ろ
が
、
他
に
比
較
す
る
も
の
も
な
い
の
で
光
度
の
こ
ビ
ば
全
く
判

噺
が
出
目
な
い
。
し
か
し
此
の
試
瞼
儀
む
し
ろ
、
四
＋
刑
か
日
没
後
の
此
の

星
の
観
測
に
可
能
な
だ
け
低
く
、
馳
．
牛
に
近
づ
く
か
否
か
秘
見
る
六
め
で
あ
っ

栄
の
で
あ
る
が
、
結
局
、
託
れ
に
非
常
に
怪
し
い
定
い
ふ
ご
ε
に
な
っ
た
Q

　
日
没
後
、
パ
ー
ル
バ
ー
ス
よ
教
授
は
六
吋
篇
書
評
で
此
の
べ
星
の
附
近
な
撮

影
し
六
が
｝
現
像
の
結
果
、
爲
三
板
に
眞
黒
．
」
な
つ
カ
ー
1
そ
れ
ほ
こ
空
が
明

る
か
つ
六
Q

　
自
分
匿
雨
露
夕
食
後
、
ブ
ル
ー
ス
で
鯨
磨
ミ
ラ
星
附
近
の
撮
影
な
し
、
夜
雫

十
二
吋
塔
へ
上
っ
て
北
極
附
近
及
び
日
〃
な
撮
影
O

＝
月
二
十
八
日
（
水
）

　
終
日
終
夜
曇
り
。
爲
眞
の
現
像
ぜ
、
讃
害
に
費
す
〇

三
月
一
日
（
木
）

　
か
ね
て
、
村
の
壬
午
校
か
ら
の
求
め
に
よ
り
、
今
朝
十
時
孚
、
第
七
學
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
へ

組
ぺ
行
つ
イ
、
、
日
本
に
關
す
る
講
話
を
し
六
。
写
れ
ば
う
ち
の
シ
モ
ン
や
フ
ラ

ン
ク
・
サ
り
ヅ
ン
の
組
で
、
暫
く
前
、
丁
度
、
外
國
地
理
の
ア
ジ
ア
の
部
な
教
に

つ
た
の
で
あ
る
ぜ
い
ふ
。
ー
ー
こ
ち
ら
も
、
少
し
は
慣
れ
て
話
に
し
易
か
っ
六

　
夕
食
前
の
未
だ
溝
暮
中
、
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
教
授
ぜ
共
に
ソ
ア
イ
ス
爲
眞
櫻

で
鯨
座
べ
星
定
ミ
ラ
星
こ
の
ス
ペ
ク
ト
ル
た
撮
影
し
カ
σ
但
し
べ
星
0
3
方
ば
、

眼
で
は
見
え
れ
け
れ
ご
、
空
の
明
ろ
い
六
め
、
ス
ペ
ク
ト
ル
ば
撮
れ
な
い
。

　
夕
食
後
、
ブ
ル
ー
ス
の
六
趣
に
黄
色
板
寓
話
み
て
、
長
時
間
の
月
を
撮
影
し

六
〇
十
分
蒔
問
で
あ
っ
た
が
㍉
．
月
の
蓮
動
が
美
し
く
出
て
、
み
て
、
面
白
い
結
果

で
あ
っ
た
。

三
月
二
日
、
金
）

　
に
は
か
に
非
常
に
温
暖
ε
な
つ
ぬ
。
戸
外
で
外
套
を
脆
い
で
見
穴
り
し
て
喜

ぶ
。

．
．
夕
方
、
叉
々
、
パ
ー
ク
教
授
定
鯨
座
べ
星
ビ
ミ
ラ
星
ビ
た
撮
影
し
六
Q
し
か

し
、
蒲
者
ぱ
や
に
り
無
効
。

　
今
夜
は
月
蝕
な
の
で
、
夕
食
後
、
英
子
ぜ
ご
人
で
其
の
準
備
心
し
た
。
英
子

に
專
ら
十
二
吋
望
遠
鏡
を
用
ゐ
、
色
ガ
ラ
ス
准
ば
め
て
、
血
色
乾
板
に
十
三
放

の
撮
影
な
す
ろ
。
其
の
問
ド
自
分
ぱ
主
ぜ
し
て
ブ
ル
ー
ス
爲
眞
機
か
用
ゐ
、
種

々
の
月
蝕
相
な
撮
凝
し
ナ
。
夜
七
型
宅
。

冒胴

瘡
﨟
D
日
．
土
）

　
今
日
ば
午
前
」
。
午
後
も
英
子
ご
共
に
暗
室
に
入
っ
て
昨
夜
の
月
蝕
爲
攣
り
現

像
准
す
・
る
〇
十
二
吋
の
⊥
か
ば
二
三
枚
だ
一
り
締
騨
の
欠
帥
り
れ
宣
騨
り
噺
刀
が
あ
’
つ
象
。
．
ブ

ル
ー
ス
の
十
二
篇
眞
ほ
、
或
ろ
恒
星
に
從
っ
て
器
械
た
動
か
し
聖
心
め
・
月
の

固
有
身
動
ビ
地
球
の
本
影
ぜ
が
表
ほ
れ
て
、
豫
想
通
り
面
白
い
も
の
が
醇
來
六

三
月
四
日
∩
日
）

　
朝
ヒ
時
牛
か
ら
数
回
三
拝
例
の
涌
り
。

　
午
後
に
三
時
頃
か
ら
り
1
氏
准
訪
問
、
五
畔
頃
ま
で
同
氏
の
隊
洲
自
行
談
（
昨

年
ロ
マ
會
議
の
時
の
）
為
き
ぐ
。

　
夕
方
、
ツ
ァ
イ
ス
。
カ
メ
ラ
で
ミ
ラ
星
矩
撮
影
、
そ
れ
か
ら
引
き
書
き
プ
ル
，

ス
で
も
之
れ
為
撮
影
し
カ
。
．
夕
食
午
後
九
時
、
其
の
後
、
十
二
吋
で
二
重
星
奄

撮
影
Q

三
月
五
日
（
月
）

　
今
朝
ぱ
、
昨
夜
の
二
重
星
爲
眞
た
現
象
し
て
見
穴
が
、
一
三
以
上
に
立
菰
な

も
の
で
あ
っ
象
。
夜
は
．
曇
り
、
今
ま
で
撮
つ
乳
種
々
の
窮
眞
の
焼
き
つ
け
な
ご

（一

＝
A
）
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す
ゆ

寓
月
六
日
（
火
）

　
夕
方
、
．
晴
れ
六
の
で
、
ソ
ア
ィ
ス
で
ミ
ラ
星
葎
撮
影
し
た
。

留
幽
月
七
旧
（
水
）

今
日
も
・
夕
食
恥
早
く
す
ま
ぜ
て
・
ソ
ア
イ
ス
・
カ
メ
ラ
に
よ
り
・
三
フ
星
な
撮

影
只
但
し
之
れ
ば
焦
黙
が
外
れ
て
み
れ
こ
オ
が
現
像
後
に
知
れ
穴
）
そ
れ
か
ら

プ
財
ー
ス
葎
北
極
に
向
け
、
曝
師
路
存
し
て
お
い
て
、
二
十
四
吋
塔
に
か
け
上
り

パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
教
授
な
助
け
て
ぺ
か
ぜ
イ
座
R
星
准
撮
影
。
次
で
メ
シ
ヤ
第

『
號
な
撮
影
し
カ
。
聖
柄
か
ら
ブ
ル
ー
ス
に
三
っ
て
獅
子
座
為
撮
影
一
忙
し

い
夜
で
．
あ
っ
乳
。

三
月
八
日
（
木
）

　
午
前
中
、
二
重
星
の
古
い
報
告
な
ご
潜
よ
む
。

　
山
田
、
プ
ル
レ
ス
で
．
オ
リ
オ
ン
星
座
の
北
増
田
な
ニ
ゴ
一
枚
面
影
ず
Q

翼
月
九
日
（
金
）

　
昨
年
宋
、
ア
ル
ジ
ェ
ー
天
丈
塵
で
小
遊
星
工
下
ラ
が
獲
見
さ
れ
、
其
の
詳
し

．
い
報
告
が
到
着
し
た
の
で
、
自
分
も
プ
〃
ー
ス
で
成
う
だ
け
猛
れ
な
追
っ
か
け

て
見
る
こ
ミ
亡
し
、
今
日
ほ
工
下
ラ
星
に
叙
す
る
宵
い
時
代
か
ら
の
丈
書
た
研

究
す
ろ
。
「
一
空
に
曇
り
〇

三
月
十
日
ρ
土
）

　
暗
…
れ
。
琉
夕
食
．
後
、
プ
沙
曾
ス
か
オ
聾
．
オ
ン
の
セ
星
附
近
に
．
む
け
、
三
枚
の
爲

翼
准
撮
つ
．
六
〇
之
れ
で
エ
ト
ラ
々
捕
へ
得
糞
。
エ
ト
ラ
の
後
に
バ
ト
ロ
ク
ル
ー

ス
星
か
撮
影
し
始
め
．
☆
が
、
曇
り
で
中
止
。

鷺
丹
十
咽
日
〔
日
）

　
午
前
甲
隔
在
宅
し
て
讃
書
。
午
後
に
に
フ
ロ
ス
ト
氏
冷
訪
問
、
同
氏
宅
に
新

糞
に
据
え
付
け
ら
れ
六
レ
デ
ナ
（
無
線
電
話
）
で
シ
カ
ゴ
の
或
る
教
導
の
説
教
た

聞
く
。

　
夕
食
後
、
．
英
子
ざ
共
に
天
丈
皇
に
添
書
し
て
み
れ
が
、
急
に
低
氣
駆
が
襲
來

し
て
、
．
風
ば
強
ぐ
、
雪
も
非
常
に
激
し
く
な
つ
六
〇
十
時
頃
、
宅
に
三
つ
れ
時

採
、
既
に
地
上
七
寸
ぐ
ら
ゐ
積
っ
て
み
れ
。
．
杢
く
の
吹
雪
で
眼
も
開
け
な
い
程

大
事
難
し
糞
。

軍
月
十
二
日
（
月
）

　
今
朝
の
最
低
氣
塵
二
七
・
九
イ
ン
チ
ハ
七
…
○
ミ
リ
い
。
戸
外
ほ
大
風
オ
大
雪
Q

（
ニ
ニ
）

亡
て
も
外
出
ば
出
來
な
．
い
の
終
日
蟄
居
O
一
一
旦
ば
大
愛
に
温
か
に
な
っ
て

喜
ん
で
ゐ
糞
の
に
、
ひ
ご
い
天
氣
に
な
つ
六
も
．
の
だ
〇

三
月
十
隔
一
翼
（
火
）

　
午
後
か
ら
購
れ
模
様
な
の
で
、
夕
方
、
天
文
豪
へ
行
き
、
始
め
、
バ
ン
ビ
ー

教
授
ご
共
に
四
十
吋
で
バ
ー
デ
慧
星
の
観
測
O
そ
れ
か
ら
自
分
ほ
ブ
ル
ー
ス
室

へ
行
っ
て
見
ぬ
が
、
屋
根
が
氷
っ
て
動
か
な
い
！
Q
止
む
か
得
す
申
止
〇

三
月
十
四
日
．
水
）

　
朝
か
ら
美
一
い
晴
れ
。

　
A
「
日
p
μ
ミ
ス
・
バ
ン
ビ
ー
が
”
鰍
洲
へ
の
族
行
に
平
門
嚢
ぜ
ら
れ
「
る
の
で
、
宅
で
宜
ハ

の
準
備
な
ご
が
あ
っ
六
が
、
當
の
御
本
人
に
午
前
中
や
に
り
天
恩
塵
に
出
動
し

て
雫
常
の
通
り
の
事
務
な
ぐ
」
つ
て
ゐ
ら
れ
六
ρ
．
日
本
の
人
な
ら
ば
二
三
週
間
も

前
か
ら
逡
別
會
だ
な
ご
ぜ
L
言
っ
て
騒
ぎ
、
い
よ
～
へ
出
護
の
今
日
な
ご
匡
訪
問

客
や
何
や
か
や
で
大
多
忙
の
時
な
り
に
。
．
f
i
ミ
ス
ば
午
後
四
蒔
禺
獲
、
バ
ン

ビ
ー
教
授
の
み
村
の
停
車
揚
ま
で
見
送
ら
れ
六
。
・

　
夜
、
慧
星
の
古
記
錐
為
調
査
、
夜
傘
以
後
、
又
々
大
雪
。

鼠
月
紅
軍
日
（
木
）

　
雪
で
雪
で
戸
外
に
大
荒
れ
。
夕
方
、
深
靴
か
ば
い
て
漸
く
二
丈
壷
ま
で
出
る

が
、
蹄
り
の
時
刻
に
ば
盆
々
蛇
れ
て
來
六
の
で
、
匂
う
ー
ス
｝
声
ー
フ
エ
君

の
室
の
輕
便
疲
壷
の
上
に
眠
る
。
－
i
こ
ん
な
ご
ε
匡
天
工
藁
で
の
ソ
づ
ー
ド

破
り
だ
Q

三
月
十
六
日
（
金
）

　
英
子
ぼ
り
i
夫
人
及
び
ミ
ス
・
カ
ル
ヴ
ー
ト
ご
三
人
で
ソ
ー
ヰ
ン
グ
・
グ
ラ
ブ

（
御
裁
縫
の
會
ソ
ビ
い
ふ
も
の
を
こ
ら
へ
六
。
今
夜
ば
其
の
第
一
回
で
午
後
七

時
か
ら
－
1
一
方
に
集
ま
ろ
。
但
し
、
可
－
夫
人
の
登
起
に
よ
る
も
の
で
、
英
子

の
英
語
糠
習
ぜ
ヵ
〃
ブ
ー
ト
の
慰
安
（
バ
ー
ナ
ー
ド
教
授
死
去
に
依
る
）
ミ
か
副

目
的
こ
し
六
も
の
ら
し
い
が
、
あ
り
ふ
れ
糞
世
間
話
も
盛
ん
ら
し
い
。
其
の
會

合
の
聞
四
、
り
1
君
」
こ
僕
ご
匡
天
交
嶺
量
へ
追
放
口

三
月
十
需
日
（
土
）

　
雪
の
景
色
の
記
念
ミ
し
て
、
．
今
朝
ば
天
文
墓
の
斗
升
な
撮
る
。

　
午
後
匡
久
し
ぶ
り
で
シ
カ
ゴ
行
き
。
．
四
時
五
分
の
汽
車
に
乗
つ
犬
が
、
寒
く

も
あ
り
、
シ
カ
ゴ
に
雪
が
あ
る
つ
も
q
で
、
例
の
不
恰
好
の
深
靴
秘
ほ
い
て
シ

カ
ゴ
北
西
停
車
場
に
乏
い
索
Q
そ
れ
か
ら
マ
デ
ソ
ン
街
の
一
支
那
料
理
店
へ
入
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つ
て
夕
食
か
食
べ
た
が
、
衷
戸
の
小
さ
い
割
合
に
、
中
に
非
常
な
立
派
な
、
眼

の
さ
あ
る
や
う
な
料
理
店
で
あ
っ
お
一
1
美
し
い
男
女
が
音
樂
に
合
ば
ぜ
て
ダ

ン
ス
な
ご
や
っ
て
み
ろ
、
こ
の
申
へ
、
．
農
夫
の
着
ろ
や
・
り
な
羊
毛
外
轟
袋
ビ
深
…
靴

炬
着
六
衷
・
吾
々
が
入
っ
て
往
つ
カ
も
の
だ
か
ら
、
御
客
も
ボ
ー
イ
も
二
大
驚

き
。
し
か
ヒ
、
電
に
か
く
ヅ
ー
た
Y
し
く
や
っ
つ
け
た
！
一
分
後
九
蒔
、
第

一二

¥
山
ハ
街
の
由
胃
陥
牛
三
曲
旧
O
夜
ぽ
由
島
津
氏
宅
に
■
ぐ
」
ま
ろ
O

野
月
十
八
日
（
日
）

．
、
今
日
ば
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
團
の
招
待
に
よ
り
旧
本
か
ら
三
浦
、
宮
入
、
藤

浪
、
長
與
、
秦
、
高
木
の
六
書
學
傅
士
が
湿
地
へ
着
か
れ
ろ
亡
い
ふ
の
で
、
朝

九
時
、
島
津
氏
言
共
に
北
西
停
車
揚
に
行
っ
て
見
糞
け
れ
ご
、
ア
イ
オ
ヲ
州
あ

れ
り
大
吹
雪
の
六
め
、
汽
車
に
四
蒔
間
以
上
の
延
着
だ
ビ
い
ふ
の
で
一
旦
蘇
ろ

十
時
孚
か
ら
青
年
會
で
の
禮
拝
に
出
席
。

　
午
後
一
畔
雫
、
再
び
淳
車
場
に
行
っ
て
、
果
し
て
圃
行
な
迎
え
糞
。
そ
れ
か

ら
荷
物
な
ご
ば
一
旦
ラ
サ
ル
停
車
場
に
あ
づ
け
て
、
後
、
ミ
シ
ガ
ン
通
り
の
美

術
舘
へ
案
内
し
乳
i
l
午
後
五
時
牟
、
　
一
行
に
ニ
ゥ
ヨ
ウ
ク
へ
向
け
出
護
ぜ
ら

れ
た
。

　
吾
々
ほ
夕
方
、
青
年
會
に
三
っ
て
、
錦
織
君
の
講
演
秘
き
く
。

　
疵
の
日
、
蘇
に
午
後
に
な
っ
て
、
雪
ぜ
風
の
大
写
れ
m

三
月
十
九
a
（
火
）

　
今
日
も
非
常
な
」
寒
さ
で
あ
ろ
。
午
前
甲
、
島
津
氏
方
に
居
た
。

　
午
後
隔
又
、
美
術
館
に
行
っ
て
、
念
入
り
に
陳
列
品
准
見
、
そ
れ
か
ら
下
町

で
買
ひ
物
な
ご
一
、
，

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
カ
ゴ
座
で
喜
劇
「
ツ
ヤ
ズ
マ
ニ
ア
」
三
見
、
夜
十
時
頃
に

島
津
氏
方
に
離
っ
て
來
索
〇

三
月
＝
十
日
（
水
一

　
午
前
十
時
、
マ
ヂ
ゾ
ン
・
パ
ー
ル
の
塚
本
夫
人
た
訪
問
、
そ
れ
か
ら
シ
カ
ゴ
大

學
の
構
内
を
散
歩
し
、
三
生
用
品
丈
墓
の
爲
員
な
四
つ
れ
り
し
六
。
書
に
に
學

生
食
・
早
で
食
事
し
た
。
‘

　
午
後
三
時
四
十
五
分
嚢
の
北
西
線
で
夕
方
べ
一
r
昂
ろ
。

三
月
二
†
幽
臼
木
ノ

　
午
前
八
時
四
十
五
分
、
．
春
分
節
。
罧
、
面
で
に
此
の
瞬
聞
か
ら
春
に
な
つ
雲
わ

．
け
で
あ
ろ
が
、
外
ほ
新
し
い
雪
が
降
り
積
ん
で
、
寒
さ
も
強
い
。

　
桐
坐
よ
り
來
信
、
英
子
の
塑
父
が
去
る
三
月
二
日
死
ん
だ
こ
亡
．
な
知
ら
ぜ
て

來
六
。
昨
年
八
月
の
初
め
に
暇
乞
ひ
に
行
つ
穴
の
が
、
あ
れ
が
永
久
の
別
れ
ε

な
つ
糞
の
だ
。

三
月
＝
十
二
日
〔
木
）

　
永
く
曇
り
績
け
ろ
。
終
日
調
書
。

輯嵩

氏
｡
聞
十
三
日
（
金
）

　
久
し
ぶ
り
で
晴
れ
。
太
陽
爲
眞
葎
撮
る
ー
ー
但
し
黒
鮎
無
し
。

　
夜
、
パ
1
ク
ハ
ー
ス
下
教
授
オ
興
に
一
、
一
十
四
吋
で
ペ
ル
セ
イ
座
R
星
あ
撮
影

豊
ハ
の
紳
佼
ブ
ル
ー
ス
で
北
P
†
掛
歪
り
ん
回
撮
影
寸
．
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

　
英
エ
」
げ
P
、
山
佼
、
村
－
學
校
へ
鷹
一
国
W
禽
榊
か
見
に
「
行
く
。
・
り
ち
の
ミ
シ
リ
ン
、

モ
ン
ニ
人
ゐ
成
績
も
大
に
よ
か
つ
実
由
〇

一具

氏
￥
¥
四
日
（
セ
）

　
午
前
中
、
天
目
壷
で
讃
書
、
午
後
び
う
れ
。

剛昌

雌
�
¥
五
日
日
）

　
午
前
も
午
後
も
宅
に
み
て
、
手
紙
を
か
い
た
．
り
讃
害
し
実
り
す
ろ
Q

三
月
、
二
十
六
日
月
）

　
午
後
、
英
エ
J
が
輩
・
蜀
で
ソ
ー
キ
・
セ
ネ
ヅ
町
へ
冒
｛
ひ
物
に
行
つ
六
〇
一
1
之
れ
、

が
始
め
て
の
レ
コ
ー
ド
で
大
評
判
！

　
夜
半
、
月
の
没
し
力
後
、
ブ
ル
ー
ス
で
小
難
星
な
撮
影
す
〇

三
月
二
十
七
日
（
火
）

　
夕
方
、
十
二
吋
で
月
や
二
重
星
の
撮
影
な
し
雲
が
、
古
い
乾
板
為
用
ひ
距
」

め
、
成
績
ば
む
し
ろ
失
敗
で
あ
っ
象
O

冨
月
二
十
八
日
水
）

　
終
日
、
モ
文
藁
で
量
子
〇

三
月
二
十
九
日
け
木
」

　
翌
旦
の
天
文
協
會
（
ん
α
）
獲
行
の
攣
光
星
文
書
に
よ
り
、
統
計
な
ご
し
て
見

ろ
。

　
午
後
、
英
子
ば
村
の
婦
人
會
に
行
く
、
運
転
叉
、
御
裁
縫
の
會
で
り
i
夫
人

の
宅
へ
行
く
Q

翼
月
口
昌
十
日
（
金
）

　
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
下
教
授
、
突
然
、
東
洋
拓
殖
會
冠
々
債
募
集
勘
外
書
た
持
っ

て
來
ら
れ
た
の
で
、
い
ろ
一
差
説
明
し
癒
。

隅昌

似
ｯ
脚
十
層
日
へ
土
）

　
村
の
村
長
の
改
選
期
が
近
づ
い
穴
の
で
、
天
丈
蔓
で
も
其
の
評
判
で
此
頃
ぽ

痔
ち
切
り
だ
Q
今
日
午
後
、
褐
示
板
に
「
午
後
二
時
よ
り
村
の
郵
便
局
の
角
で

政
談
演
説
會
あ
ろ
由
」
マ
」
い
ふ
掲
示
が
禺
た
¢
で
、
深
藍
い
こ
ピ
定
思
ひ
、
書

飯
後
￥
英
子
ご
止
ハ
に
途
中
ま
で
雪
な
ふ
ん
で
出
か
け
て
見
た
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
等
々
パ
ー
ク

教
授
に
出
島
ひ
、
「
そ
ん
な
も
の
1
／
あ
り
ま
ぜ
ん
」
マ
」
言
は
れ
て
、
輪
廻
。
ー
ー

じ
ゃ
う
だ
ん
で
あ
っ
た
の
だ
Q

、
英
子
ば
今
日
、
叉
、
レ
L
キ
・
ジ
エ
ネ
ヅ
行
き
Q
も
う
第
二
回
で
慣
れ
糞
も
の

だ
p
“

（
二
三
）


